
MBTI
やビッグファイブが「認知の仕様」や「行動の特性」を測るコンパスである一方、エニアグラ
ム（ Enneagram
）は、人間の「根本的な恐れ」「欲望」「エモーションの罠（駆動エネルギー）」という深層
心理の動機構造を浮き彫りにする伝統的かつ現代的な心理モデルです。

円周上に 9
つのポイントが配置された幾何学模様を特徴とし、人間が世界と向き合うときの「無意識のフ
ィルター」を 9つのタイプに分類します。

9つのタイプは、それぞれ人間の 3
つの主要なエネルギーセンター（トライアド）に分類されます。

1. 本能・腹センター（タイプ 8, 9, 1）：本能的反応と「怒り・コントロール」
境界線の確立、自律性、物事をあるべき姿に正そうとするエネルギー。

2. 感情・ハートセンター（タイプ 2, 3, 4
）：情緒的反応と「恥・アイデンティティ」

他者からの承認、価値の証明、自分独自の存在意義を求めるエネルギー。
3. 思考・頭センター（タイプ 5, 6, 7）：知的反応と「恐れ・安全の確保」

世界の複雑さに対処し、知的な理解や安全、刺激によって不安から身を守るエネ
ルギー。

エニアグラム性格論の構造と 9
つのタイプ解説：深層動機、ウィング、お
よび発達のダイナミクス

1. はじめに：エニアグラムとは何か

2. エニアグラムを構成する 3
つのセンター（感情・思考・本能）

3. 9つのタイプ一覧とコア動機
① タイプ 1：改革者（ The Reformer / 完璧主義者）



コアの恐れ : 自分が不完全であること、堕落していること、間違っていること。
コアの欲求 : 正しくありたい、高潔でありたい、自己および世界を改善したい。
特徴 : 強い倫理観と責任感を持ち、秩序や完璧さを追求する実直なファイター。

コアの恐れ :
必要とされないこと、愛されないこと、自分の価値が認められないこと。
コアの欲求 : 愛されること、感謝されること、他者の役に立つこと。
特徴 :
温かく、共感力が高く、他者のニーズを敏感に察知してサポートする愛情豊かなタイ
プ。

コアの恐れ : 失敗すること、無価値であること、何も成し遂げられないこと。
コアの欲求 : 有能でありたい、成果を上げたい、価値ある存在として認められたい。
特徴 :
目標志向が強く、効率性と結果を重視し、エネルギッシュに社会を駆け抜けるパフォ
ーマー。

コアの恐れ : 自分に固有のアイデンティティや意義がないこと、凡庸であること。
コアの欲求 : 自分自身でありたい、独自性を表現したい、深遠な美を味わいたい。
特徴 :
感受性が豊かで、内省的。独自の美的感覚やドラマチックな感情の世界を大切にする
ロマンチスト。

コアの恐れ :
無知無能であること、世界に圧倒されること、エネルギーを枯渇させられること。
コアの欲求 :
世界を完全に理解したい、知識を得て自立したい、内的な安全を確保したい。
特徴 :
知的探求心が極めて高く、物事の構造を客観的に分析し、一人の時間と知的空間を重
んじる学者肌。

コアの恐れ : サポートや導きがないこと、危険や脅威に直面して無防備になること。

② タイプ 2：助ける人（ The Helper / 支援者）

③ タイプ 3：達成する人（ The Achiever / 挑戦者）

④ タイプ 4：個性を求める人（ The Individualist / 芸術家）

⑤ タイプ 5：探求者（ The Investigator / 観察者）

⑥ タイプ 6：忠実な人（ The Loyalist / 懐疑主義者・安全志向）



コアの欲求 : 安全と安心を得ること、信頼できる絆やシステムに守られること。
特徴 :
リスク管理能力に優れ、責任感が強く、仲間や組織に対する忠誠心が厚い慎重な守護
者。

コアの恐れ : 苦痛、制限、退屈、不快な感情に縛られること。
コアの欲求 :
楽しさを追求したい、人生の可能性を最大限に味わいたい、ワクワクし続けたい。
特徴 :
楽観的で多動的。新しいアイデアや刺激を次々と求め、人生をエンジョイするアイデ
アマン。

コアの恐れ : 他者にコントロールされること、弱みを見せること、脆弱であること。
コアの欲求 :
自立したい、自分の運命を自分で守りコントロールしたい、力と正義を示したい。
特徴 :
圧倒的なエネルギーと統率力を持ち、不正や理不尽に対して果敢に立ち向かうリーダ
ー。

コアの恐れ : 葛藤、分離、断絶、周囲との不和。
コアの欲求 : 内的・外的な平和を維持すること、調和に満ちた穏やかな環境。
特徴 :
寛大で受容力があり、あらゆる視点に共感できるが、自身の怒りや欲求を抑圧しがち
な調停者。

エニアグラムにおいて、純粋な単一のタイプだけで人間が構成されることは稀です。円周上で
コアタイプに隣接する左右の 2つのタイプ
のいずれか、あるいは両方が「ウィング（翼）」として機能し、コアの動機に独特の色合いや
行動スタイルのグラデーションを加えます。

ウィングの表記法 : 例えば、コアがタイプ 5で、隣接するタイプ 4
の傾向が強くブレンドされている場合は  「 5w4」 、タイプ 6の傾向が強い場合は  「
5w6」  と表記されます。

⑦ タイプ 7：情熱を求める人（ The Enthusiast / 熱中家）

⑧ タイプ 8：挑戦する人（ The Challenger / 統率者）

⑨ タイプ 9：平和をもたらす人（ The Peacemaker / 調停者）

4. ウィング（翼）の概念：隣接タイプによる色彩の付与



個性の拡張 : 同じタイプ 5であっても、 5w4（タイプ 4
ウィング）を持つ人はより内省的・芸術的・独自の美的世界観の探求に傾斜する一方
、 5w6（タイプ 6
ウィング）を持つ人はより実務的、組織的、あるいはリスク管理やシステム構築に忠
実なアプローチをとるようになります。

エニアグラムが優れている点は、ストレス時（分裂方向）と成長時（統合方向）で、各タイプ
が別のタイプのポジティブ /
ネガティブな特徴を一時的に帯びるという「動的ダイナミクス」にあります。

固定されたレッテルではなく、「プレッシャーがかかったときにどの罠に落ちやすい
か」「精神的に成熟したときにどの資質が花開くか」を示す、人生の羅針盤として機
能します。

エニアグラムの円周上のラインに沿って、各タイプがストレス時にどのタイプのネガティブな
側面を帯びるか（ 分裂  / Disintegration
）、そして成長時にどのタイプの本質的なポジティブさを発揮するか（ 統合  / Integration
）は、以下のように厳密に決まっています。

タイプ 1（改革者）
分裂（ストレス時） : タイプ 4（感情的になったり、被害妄想や不満が強まる）
統合（成長時） : タイプ 7
（リラックスし、遊び心や柔軟性、楽観性を取り入れる）

タイプ 2（助ける人）
分裂（ストレス時） : タイプ 8
（過剰に支配的になったり、攻撃的・強圧的になる）
統合（成長時） : タイプ 4
（自分の内面や感情に向き合い、他者に依存しない独自の表現や自己受容に目覚
める）

タイプ 3（達成する人）
分裂（ストレス時） : タイプ 9（無気力になり、現実逃避して引きこもる）
統合（成長時） : タイプ 6
（協調性を持ち、仲間との絆や忠実さを大切にしながら地に足をつけて動く）

タイプ 4（個性を求める人）

5. 統合（ Integration）と分裂（ Disintegration
）の動的変異

�� エニアグラム  全 9タイプの統合・分裂の対応関係一覧



分裂（ストレス時） : タイプ 2
（過剰にしがみついたり、見捨てられ不安から他者に依存する）
統合（成長時） : タイプ 1
（客観的規律や生産性を発揮し、感情の波に流されず着実に物事を進める）

タイプ 5（探求者）
分裂（ストレス時） : タイプ 7
（多動的になり、次々と刺激を求めて気が散ったり浅はかになる）
統合（成長時） : タイプ 8
（内省するだけでなく、自らのビジョンを現実世界に力強く断固として実装・推
進する）

タイプ 6（忠実な人）
分裂（ストレス時） : タイプ 3
（焦燥感から仕事や成果に過剰にしがみつき、見せかけの成功を急ぐ）
統合（成長時） : タイプ 9
（リラックスし、内的な平和や周囲との調和、おおらかさを取り戻す）

タイプ 7（情熱を求める人）
分裂（ストレス時） : タイプ 1
（批判的になり、他者や自分を厳しく律しようとしたり不機嫌になる）
統合（成長時） : タイプ 5
（一つのことに深く集中し、知的探求や内省の静けさを楽しむ）

タイプ 8（挑戦する人）
分裂（ストレス時） : タイプ 5
（引きこもって周囲を疑い、自分の殻に閉じこもる）
統合（成長時） : タイプ 2
（他者に対して慈愛や優しさ、寛大さを示し、心を開いてサポートする）

タイプ 9（平和をもたらす人）
分裂（ストレス時） : タイプ 6
（不安やパニックに陥りやすく、疑り深くなったり過剰に心配する）
統合（成長時） : タイプ 3
（自分の意見や目標を明確に持ち、エネルギッシュに行動して成果を上げる）

エニアグラムは、私たちがどのような「恐れ」や「レンズ」を通して現実を歪めて見てしまっ
ているかを自覚させ、本来の健やかなバランスを取り戻すための優れた自己変容ツールです。
自分のコア動機とウィングのブレンドを知ることで、過剰な防衛機制から解放され、より統合
された自分へと成長していくことができます。

6. 結び：動機を理解するコンパスとして
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